
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

不
思
議
体
験
談
、
写
真
映
像
発

表
・
討
論
会（
発
表
者
募
集
中
）

日
時　

令
和
元
年
7
月
21
日（
日
）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

会
場　

北
と
ぴ
あ
7
階
第
1
研
修
室

交
通　

�

J
R
京
浜
東
北
線
王
子
駅
下
車

徒
歩
2
分
、ホ
ー
ム
最
北
端（
赤

羽
寄
り
）
の
階
段
を
下
り
改
札

口
を
出
て
見
え
る
高
層
ビ
ル

会
費　

一
千
円（
会
員
・
一
般
と
も
）

皆
様
が
こ
れ
ま
で
に
体
験
し
た
不
思

議
な
現
象
や
不
思
議
な
写
真
・
映
像
を

参
加
者
の
皆
様
に
紹
介
し
な
が
ら
、
参

加
者
全
員
で
解
釈
や
討
論
を
し
て
、
共

有
す
る
会
で
す
。

U
F
O
と
宇
宙
人
、
オ
ー
ブ
や
心
霊

写
真
、
地
震
雲
な
ど
地
震
前
兆
現
象
、

そ
れ
ら
に
関
わ
る
動
画
等
、
是
非
日
本

サ
イ
科
学
会
事
務
局
に
事
前
に
「
プ
リ

ン
ト
写
真
」
あ
る
い
は
U
S
B
メ
モ
リ

ー
の
郵
送
、
あ
る
い
は
メ
ー
ル
添
付
フ

ァ
イ
ル
で
送
信
い
た
だ
け
れ
ば
、
有
り

難
い
で
す
。（
送
ら
れ
た
も
の
は
返
却
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
コ
ピ
ー
を
お
願
い
致

し
ま
す
。）

ス
プ
ー
ン
曲
げ
等
の
念
力
、
透
視
能

力
・
予
知
能
力
な
ど
サ
イ
能
力
に
自
信

の
あ
る
方
、
ま
た
は
友
人
、
知
人
に
能

力
者
の
い
る
方
は
是
非
お
連
れ
し
て
く

だ
さ
い
。

特
別
講
師
は
お
り
ま
せ
ん
が
、
参
加

者
の
皆
様
の
自
由
な
発
言
で
い
つ
も
楽

し
い
会
に
な
り
ま
す
し
、
終
了
後
の
懇

親
会
も
面
白
い
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま

す
。参

加
費
は
、
会
員
、
一
般
と
も
千
円

で
す
の
で
、
気
楽
に
ご
参
加
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

「
心
を
科
学
す
る
博
物
館
」
と

　　

一
般
の
御
寄
付
御
礼

（
６
／
９
受
領
分
ま
で
）

金
五
千
円
也　
　
　

佐
藤　

禎
花　

様

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

脳
波
と
バ
ン
ア
レ
ン
帯
と
の

共
鳴
に
つ
い
て

　
　
　
　

講
師　

志
賀　

一
雅 

氏

今
月
号
の
記
事

◎
七
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
御
寄
付
御
礼

◎
九
月
本
部
例
会
の
お
知
ら
せ

◎
第
28
回
全
国
大
会
会
員
発
表
者
募
集

◎
関
西
サ
イ
科
学
会
七
月
、
九
月
研
究

　

集
会
の
お
知
ら
せ

◎
中
部
サ
イ
科
学
会
九
月
研
究
集
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
第
37
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
の

　

お
知
ら
せ

◎
令
和
元
年
度
通
常
総
会
報
告

◎
平
成
30
年
7
月
本
部
例
会
の
報
告
Ⅰ

◎
第
四
三
六
回
関
西
サ
イ
科
学
会
報
告

◎
「
オ
ー
ブ
（
た
ま
ゆ
ら
）」
研
究
の
意

　

味
合
い

◎
ひ
ら
め
き
の
感
受
性
に
つ
い
て

東
大
工
学
部
の
南
雲
モ
デ
ル
に
よ
り

ま
す
と
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
知
的

活
動
や
運
動
機
能
を
発
揮
し
て
い
る
と

き
の
脳
波
は
10�

Hz
の
ア
ル
フ
ァ
波
に
収

斂
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
実
際
に
能

力
者
が
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
き
の

脳
波
を
計
測
す
る
と
、
確
か
に
10�

Hz
の

ア
ル
フ
ァ
波
が
優
勢
で
あ
り
ま
し
た
。

中
で
も
超
越
的
な
能
力
を
発
揮
し
て
い

る
と
き
の
脳
波
に
は
、
10�

Hz
に
加
え
て

7
・
8

�

Hz
や
12
・
6
Hz
が
強
く
観
察

������������������������������������������������������������

�������������������������������������������������������������
�

�
�

�
�

�

�
�

�
�

�
�

�
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�
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�
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さ
れ
、
い
ず
れ
も
ア
ル
フ
ァ
波
の
領
域

で
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
バ
ン
ア
レ
ン
帯
の
プ
ラ

ズ
マ
振
動
の
周
波
数
と
一
致
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
空
間
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
空
間

の
揺
ら
ぎ
情
報
を
共
鳴
吸
収
し
て
い
る

可
能
性
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

臨
床
脳
波
で
の
ア
ル
フ
ァ
波
は
リ
ラ
ッ

ク
ス
の
脳
波
で
あ
り
、
脳
は
あ
ま
り
活

動
を
し
て
い
な
い
と
す
る
見
解
に
は
合

い
ま
せ
ん
が
、
前
回
（
2
0
1
8
年
10

月
）
に
引
き
続
い
て
、
新
た
な
測
定
事

実
を
紹
介
し
て
皆
さ
ん
と
論
議
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

※
志
賀
一
雅
氏
は
ご
自
分
で
開
発
さ
れ

た
脳
波
測
定
器
で
永
年
、
多
く
の
ス
ポ

ー
ツ
選
手
、
芸
術
家
、
瞑
想
家
、
能
力

者
の
脳
波
測
定
を
さ
れ
、
そ
の
独
自
の

分
析
に
よ
り
、
多
く
の
発
見
を
さ
れ
、

論
文
も
書
か
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
多

く
の
有
名
な
企
業
の
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム

の
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
貢
献

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
気
さ
く
で
お
話
も

大
変
分
か
り
や
す
い
先
生
で
す
の
で
、

会
員
の
皆
様
は
ご
友
人
、
知
人
を
お
誘

い
し
て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
志
賀
一
雅
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

1
9
6
1
年
電
気
通
信
大
学
卒
業
し

松
下
電
器
に
入
社
。
東
京
大
学
工
学
部

係
数
工
学
科
南
雲
研
究
室
に
出
向
し
、

医
学
で
は
な
い
工
学
の
立
場
で
脳
波
を

研
究
。

1
9
8
3
年
株
式
会
社
脳
力
開
発
研

究
所
設
立
。
P
C
に
よ
る
脳
波
分
析
法

を
開
発
し
大
学
や
企
業
の
研
究
所
に
提

供
。
長
年
の
脳
波
研
究
に
対
し
2

�
0
�0�

0
年
日
本
文
化
振
興
会
よ
り
社
会
文
化

功
労
賞
と
菊
華
勲
章
受
賞
。
2
0
1
1

年
オ
バ
マ
大
統
領
諮
問
機
関
よ
りGold�

A
w
ard

（
金
賞
）受
賞
。

現
在
、�

脳
力
開
発
研
究
所
相
談
役
、

日
本
サ
イ
科
学
会
理
事
、
日
本
医
療
催

眠
学
会
顧
問
。

　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇

※ 

8
月
の
本
部
例
会
は
休
会
と
な
り
ま

す
。
ま
た
7
月
は
宇
宙
生
命
研
究
分

科
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

２
０
１
９
年
日
本
サ
イ
科
学
会

第
28
回
全
国
大
会
発
表
募
集

毎
年
の
重
要
な
行
事
で
あ
る
全
国
大

会
が
、
今
年
も
10
月
14
日（
月
・
祝
日
）

に
北
と
ぴ
あ
第
1
研
修
室
に
於
い
て
、

開
催
さ
れ
ま
す
。
会
員
の
研
究
発
表
+

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
テ
ー
マ
：
ヒ
ー
リ
ン
グ

&
セ
ラ
ピ
ー
）
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
積
極
的
な
発

表
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
研
究
発
表
で
は
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
で
も
、
そ
う

で
な
く
て
も
O
K
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
研
究
で
の
新
し
い
発
見
、
現
在
も
し

く
は
近
い
う
ち
に
デ
ー
タ
取
り
を
し
て

ま
と
め
た
い
こ
と
、
偶
発
現
象（
U
�F�

O
、
心
霊
現
象
等
）
の
目
撃
と
原
因
の

推
測
・
解
明
、
様
々
な
サ
イ
現
象
の
仮

説（
理
論
）
な
ど「
サ
イ
」
に
関
連
す
る

こ
と
な
ら
何
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

自
分
の
考
え
や
研
究
成
果
を
ま
と
め
て
、

発
表
し
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

7
月
末
ま
で
に
タ
イ
ト
ル
と
簡
単
な

内
容（
2
0
0
字
く
ら
い
）
を
メ
ー
ル
、

ま
た
は
F
A
X
、
ハ
ガ
キ
で
お
送
り
い

た
だ
き
、
一
応
審
査
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
、
通
り
ま
し
た
ら
8
月
31
日
ま
で
に

原
稿
フ
ァ
イ
ル
を
メ
ー
ル
添
付
等
で
戴

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
原
稿
の
書
式
は

後
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

※
全
国
大
会
で
の
発
表
は
で
き
な
い
が
、

論
文
集「
サ
イ
科
学
」
の
資
料
と
し
て
、

発
表
し
た
い
原
稿
も
募
集
致
し
ま
す
。

論
文
集
「
サ
イ
科
学
2
0
1
8
」
末
頁

の
「
サ
イ
科
学
の
投
稿
審
査
規
定
」
を

よ
く
読
ん
で
、
応
募
願
い
ま
す
。

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

七
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

孝
明
天
皇
は
切
紙
神
示
で
太
平
洋
戦

争
を
予
言
し
た　

～
誰
も
知
ら
な
い

幕
末
維
新
の
真
実
と
出
口
王
仁
三
郎

　
　
　
　

講
師　

出
口　

恒 

氏

日
時　

令
和
元
年
7
月
20
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆
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関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

実
体
験
か
ら
み
た
U
F
O
現
象

　
　
　
　

講
師　

加
藤　

純
一 

氏

日
時　

令
和
元
年
9
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
15
分
～
5
時

会
場　

阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー�

　
　
　

第
一
研
修
室

交
通　

地
下
鉄
谷
町
線「
阿
倍
野
駅
」

　
　
　

7
号
出
口
よ
り
あ
べ
の
ベ
ル
タ

　
　
　

地
下
2
階
通
路
を
通
り
エ
ス
カ

　
　
　

レ
ー
タ
ー
で
3
階
へ

会
費　

会
員
及
び
同
伴
の
家
族�

二
千
円

　
一
般�

三
千
円（
初
回
参
加
者
二
千
円
）

　

学
生�

一
千
円

問
合
せ
0
7
2
・
4
4
5
・
7
7
3
7

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

九
月
研
究
集
会
の
お
知
ら
せ

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

日
時　

令
和
元
年
9
月
14
日（
土
）

　
　
　

午
後
1
時
～
5
時

会
場　

博
愛
癒
院（
ゆ
う
い
ん
）

　
　
　

名
古
屋
市
港
区
名
四
町
1
1
3

交
通　

�

地
下
鉄
名
港
線
港
区
役
所
駅
下

車
か
ら
徒
歩
15
分

会
費　

一
〇
〇
〇
円
（
会
員
・
一
般
）

※
会
員
以
外
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎

問
合
せ
0
8
0
・
1
6
5
8
7
3
9
8

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
37
回
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

第
13
回
U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
令
和
と
宇
宙
交
信
」

日
時　

令
和
元
年
7
月
14
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

会
場　

�

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
第
一
集
会
室

（
世
田
谷
区
北
沢
2
・
8
・
18
）

交
通　

小
田
急
線
・
京
王
井
の
頭
線

　
　
　

下
北
沢
駅
北
口
徒
歩
5
分

　
　
　

�

小
田
急
バ
ス
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル�

系
統�

下
61
（
駒
沢
陸
橋
―

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
）終
点

会
費　

会
員�

1
0
0
0
円（
日
本
サ
イ

　

科
学
会
・
サ
ト
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
）

　
　
　

一
般�

2
0
0
0
円

※
事
前
参
加
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

※
当
日
会
場
に
て
直
接
、
現
金
に
て

　

参
加
費
を
お
支
払
い
下
さ
い
。

�

（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

六
月
通
常
総
会
報
告

日
本
サ
イ
科
学
会　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

会
長　

浪
平　

博
人

◎
平
成
30
年
度
本
部
事
業
報
告

1
．
会
員
の
現
状

（
令
和
元
年
5
月
末
現
在
）

　
　

名
誉
会
員　
　
　
　

1
名

　
　

維
持
会
員　
　
　
　

3
名

　
　

正
会
員　
　
　

1
6
0
名

　
　

学
生
会
員　
　
　

1
9
名

　
　

準
会
員　
　
　
　

5
6
名

　
　

合
計　
　
　
　

2
3
9
名

2
．
講
演
会
、
研
究
集
会

本
部
は
10
月
の「
第
27
回
全
国
大
会
」

を
含
み
、
計
14
回
の
例
会
・
分
科
会
を

開
催
し
た
。

◎
本
部
例
会
・
大
会（
敬
称
略
）

平
成
30
年

4�

月
15
日（
日
）七
沢�

智
樹
、
杉
山�

彰

「
ロ
ゴ
ス
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
が
拓
く

未
来
」

6�

月
17
日（
日
）由
井�

寅
子「
体
・
心
・

魂
を
三
位
一
体
で
治
癒
に
導
く�

未
来

の
医
学『
Z
E
N
ホ
メ
オ
パ
シ
ー
』」

7�

月
21
日（
土
）清
水�

浦
安
、
愛
宕
な
み�

「
天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生
が

今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と
」

9�

月
8
日（
土
）秋
山�

眞
人「
40
年
余
の

宇
宙
文
明
コ
ン
タ
ク
ト
か
ら
判
っ
て

き
た
こ
と
、
異
星
人
と
意
識
」

10�

月
8
日（
月
・
祝
）第
27
回
全
国
大
会

「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ
：
水
と

健
康
」

12�

月
15
日（
土
）忘
年
会
も
兼
ね
た
会
員

の
体
験
意
見
発
表
と
討
論
の
会

平
成
31
年

2�

月
2
日（
土
）東
中
川�

徹「
エ
ピ
ジ
ェ

ネ
テ
ィ
ク
ス
と
は
何
か
?
」

◎
分
科
会

●
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会

　
　
　
（
世
話
役　

阿
久
津�

淳
）

平
成
30
年

7�

月
16
日（
月
・
祝
）第
34
回「
第
12
回

U
F
O
・
オ
ー
ブ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

12�

月
23
日（
日
）第
35
回「
第
6
回
異
能

科
学
会
議
」

平
成
31
年



3�
月
31
日
（
日
）
第
36
回「
第
1
回
ソ
ク

ラ
テ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

●
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会

　
　
　
（
世
話
役　

小
林�

信
正
）

平
成
30
年

5�

月
13
日（
日
）第
7
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
研
究
分
科
会

11�

月
3
日（
土
）第
8
回
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア

ル
研
究
分
科
会

●�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会　
（
世
話
役　

瀬
尾�

泰
範
）

平
成
30
年

8�

月
4
日（
土
）第
3
回
占
星
学
と
運
命

創
造
学
の
研
究
分
科
会

平
成
31
年

1�

月
19
日（
土
）第
4
回
占
星
学
と
運
命

創
造
学
の
研
究
分
科
会

3�

．
通
常
総
会

平
成
30
年
6
月
17
日　

北
と
ぴ
あ

7
0
1
会
議
室
で
開
催

4
．
全
国
理
事
会
・
評
議
員
会

平
成
30
年
6
月
17
日　

北
と
ぴ
あ

7
0
1
会
議
室
で
開
催

5�

．
本
部
理
事
会
（
第
2
1
1
回
～
第

2
1
5
回
）を
4
月
、
7
月
、
9
月
、

12
月
、
2
月
と
5
回
開
催
し
た
。

6�

．
出
版
物

　

�「
サ
イ
科
学
」
第
40
巻
第
1
号
を
発

行
し
た
。　
　

　

�「
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」第
4
3
9
号
か

ら
第
4
4
4
号
ま
で
を
発
行
し
た
。

◎
令
和
元
年
度
本
部
事
業
計
画

・�

10
月
14
日（
月
・
祝
）に
第
28
回
全
国

大
会（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

テ
ー
マ「
ヒ
ー

リ
ン
グ
&
セ
ラ
ピ
ー
」）を
開
催
す
る
。

・�

本
部
例
会
を
6
回
（
4
、
6
、
7
、

9
、
12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�
宇
宙
生
命
研
究
分
科
会
を
3
回（
7
、

12
、
3
月
）開
催
す
る
。

・�

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
研
究
分
科
会
を
2

回（
5
、
11
月
）開
催
す
る
。

・�

占
星
学
と
運
命
創
造
学
の
研
究
分
科

会
を
1
回（
1
月
）開
催
す
る
。

・�

本
部
理
事
会
を
5
回（
4
、
7
、
9
、

12
、
2
月
）開
催
す
る
。

・�

全
国
理
事
会
評
議
員
会
、
通
常
総
会

を
1
回（
6
月
）開
催
す
る
。

・
サ
イ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
6
回
発
行
す
る
。

・
論
文
集「
サ
イ
科
学
」を
発
行
す
る
。

・
公
式
サ
イ
ト
を
運
営
す
る
。

・�「
心
を
科
学
す
る
博
物
館　

サ
イ
科
学

遺
産
」の
資
料
を
整
備
す
る
。

・
そ
の
他

○
活
動
方
針
と
し
て

・�

刊
行
物
に
種
々
の
分
野
の
解
説
・
応

用
や
新
鮮
な
情
報
を
増
や
す
。

・�

会
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
例
会
等

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
、
活
用
す
る
。

・�

謎
、
不
可
思
議
と
思
え
る
ミ
ス
テ
リ

ー
写
真
や
映
像
な
ど
を
募
集
し
、
展

示
発
表
す
る
。

・�

体
験
型
や
セ
ミ
ナ
ー
（
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
型
）の
例
会
を
開
催
す
る
。

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
公
式
サ
イ
ト
や

メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
を
活
用
す
る
。

・�

雑
誌
等
の
告
知
欄
や
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
に
行
事
の
予
告
を
載
せ
て
い
く
。

・�

地
方
日
本
サ
イ
科
学
会
と
の
連
携
を

深
め
る
。

・
地
方
か
ら
も
講
師
を
招
く
。

・�

理
事
や
若
手
の
幹
事
（
理
事
候
補
）、

評
議
員
を
増
や
す
。

・
そ
の
他

◎
地
方
日
本
サ
イ
科
学
会

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
佐
木 

康
二

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
30
年

4
月
14
日　

第
2
1
8
回
研
究
会�

総
会

＊�

平
成
29
年
度
事
業
報
告
、
平
成
30
年

度
事
業
計
画

＊�「
意
外
と
よ
く
あ
る（
低
級
）憑
依　

そ
の
解
決
法
」�

佐
佐
木�

康
二

6
月
9
日　

第
2
1
9
回
研
究
会

＊�「
自
己
愛
と
無
私
の
愛
は
相
克
し
て

い
な
か
っ
た
!
」�

佐
佐
木�

康
二

8
月
11
日　

第
2
2
0
回
研
究
会

＊�「
重
力
も
愛
だ
っ
た
!
重
力
制
御
に
よ

る
真
の
能
力
発
揮
法
」佐
佐
木�

康
二

10
月
13
日　

第
2
2
1
回
研
究
会

＊�「
宇
宙
は
意
図
だ�『
円
滑
現
象
』の　

秘
密
」�

佐
佐
木�

康
二

12
月
8
日　

第
2
2
2
回
研
究
会

＊�「
ア
ク
シ
オ
ン
場
の
も
と
で
の
不
思

議
現
象
」�

佐
佐
木�

康
二

平
成
31
年

2
月
9
日　

第
2
2
3
回
研
究
会

＊�「
悟
り
体
験
も
脳
外
体
験
だ
っ
た
!
」

佐
佐
木�

康
二

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
は
、
創
始
者

岡
田
幸
千
生
が
掲
げ
た
目
的
、「
聖
人

及
び
超
能
力
者
の
先
人
た
ち
を
出
来
る

だ
け
深
く
探
求
し
て
、
誰
で
も
本
来
的

に
持
っ
て
い
る
は
ず
の
超
能
力
を
万
人

に
成
長
さ
せ
て
人
類
の
活
動
能
力
を
本

質
的
に
高
め
る
こ
と
」
を
今
後
も
目
指

し
、
次
の
事
業
を
行
う
。

● ❹●



1
．
定
例
研
究
会
の
開
催

定
例
研
究
会
を
偶
数
月
第
2
土
曜
日

に
開
催
す
る
。
先
人
や
研
究
者
の
成
果

を
学
び
、
ま
た
各
人
の
知
恵
と
知
識
を

持
ち
寄
る
。
サ
イ
科
学
関
係
の
著
名
人

の
講
演
会
等
は
計
画
と
し
て
は
準
備
せ

ず
、
機
会
が
あ
る
折
り
に
考
慮
す
る
。

2
．「
東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
研
究
抄
録
」

の
編
集

3
．
長
期
研
究
テ
ー
マ
の
推
進

サ
イ
現
象
の
観
測
量
化
、
気
・
意
識

の
種
類
の
見
分
け
方
、「
念
写
」写
真
・

「
オ
ー
ブ
」
画
像
等
の
分
析
・
検
証
、

意
識
純
化
・
宇
宙
意
識
へ
の
目
覚
め
、

地
震
予
知
、
数
秘
術
・
秘
数
の
科
学
性

の
研
究
、
フ
リ
ー
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
装
置

の
研
究
、
過
去
世
・
霊
性
・
霊
能
の
研

究
、
食
と
サ
イ
能
力
の
関
係
の
研
究

4
．
講
演
会
等
の
開
催

「
念
写
実
験
」
等
の
テ
ー
マ
で
8
月

に
実
験
会
を
開
催
す
る

5
．
会
推
進
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
、
本
部

会
員
・
会
員
の
勧
誘

6
．「
岡
田
文
庫
」（
福
来
心
理
学
研
究

所
と
の
共
同
事
業
）
及
び
ビ
デ
オ
資
料

等
の
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
・
管
理

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

眞
野 

博
英

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告

研
究
集
会
Ⅰ

　

日
程　

平
成
30
年
9
月
8
日
（
土
）

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

　

日
程　

平
成
30
年
3
月
23
日
（
土
）

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画

研
究
集
会
Ⅰ

日
程　

令
和
元
年
9
月
14
日（
土
）

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

研
究
集
会
Ⅱ

日
程　

令
和
2
年
3
月
14
日（
土
）

　

会
員
数
名
の
研
究
・
体
験
発
表

　

会
場　

博
愛
癒
院

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

佐
藤 

禎
花

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
30
年
8
月
26
日（
日
）

　

テ
ー
マ「
月
と
水
と
生
命
誕
生
」

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

（�

日
本
サ
イ
科
学
会�

理
事
、
北
陸
日
本

サ
イ
科
学
会�

会
長
）

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画

令
和
元
年
5
月
5
日（
日
）

　

�

テ
ー
マ
「
生
命
の
循
環
と
ニ
ュ
ー
ト

リ
ノ　

～
素
粒
子
の
世
界
～
」

　

講
師　

佐
藤�

禎
花

（�

日
本
サ
イ
科
学
会�

理
事
、
北
陸
日
本

サ
イ
科
学
会�

会
長
）

※
次
回
計
画
中

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

和
田 

高
幸

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
30
年
度
は
8
月
、
12
月
を
除
き
、

30
年
4
月
（
4
2
7
回
）
か
ら
31
年
3

月（
4
3
6
回
）の
10
回
開
催
し
た
。

参
加
者
は
会
員
1
2
4
名
、
非
会
員

1
4
5
名
、
計
2
6
9
名
で
あ
っ
た
。

平
成
30
年

4�

月
21
日　

河
原
優
子
・
藤
野
浩
司「
霊

的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ
て
み
よ
う
」

5�

月
19
日　

木
村
陽
一
「
音
楽
を
楽
し

む
と
は　

～
音
響
工
学
者
と
し
て
、

そ
し
て
演
奏
家
と
し
て
～
」

6�
月
16
日　

徳
永
康
夫
「
霊
活
の
す
す

め
」

7�
月
21
日　

坂
井
洋
一
「
ワ
ク
ワ
ク
古

代
史
セ
ミ
ナ
ー
」

9�

月
15
日　

高
岸
弘
「
残
像
メ
ン
タ
ル

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」

10
月
20
日　

高
峯
秀
樹
「
手
相
と
意
識
」

11�

月
17
日　

橋
本
和
哉
「
神
仏
セ
ラ
ピ

ー
」

12
月
1
日　

2
0
1
8
年
年
末
放
談
会

平
成
31
年

1�

月
19
日　

坂
井
洋
一
「
旧
約
聖
書
の

出
エ
ジ
プ
ト
に
秘
め
ら
れ
た
る
真
実
」

2�

月
16
日　

金
子
栄
子
「
人
生
の
航
海

図　

イ
ン
ド
占
星
術
で
見
え
る
こ
と
」

3�

月
16
日　

D
r
・�

ア
マ
ナ
「
量
子
世

界
の
も
っ
と
奥
【
内
な
る
根
源
】
へ

の
ア
プ
ロ
ー
チ　

古
代
の
叡
智『
カ
タ

カ
ム
ナ
』
と
縄
文
遺
物
が
示
す
『
創

造
の
根
本
原
理
』と
そ
の
活
用
法
」

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

令
和
元
年
度
は
次
の
よ
う
に
8
月
、

12
月
を
除
き
、平
成
31
年
4
月（
4
3
7

回
）
か
ら
令
和
2
年
3
月（
4
4
6
回
）

の
10
回
開
催
す
る
予
定
で
あ
る
。

平
成
31
年

4�

月
20
日　

伊
藤
一
夫
「
目
に
見
え
て

変
化
す
る
こ
の
一
年
を
具
体
的
に
予

測
す
る
」

令
和
元
年

5�

月
18
日　

水
口
清
一
「
御
世
替
わ
り

以
降
の
日
本
、
世
界
～
ど
う
な
る
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
～
」

6�

月
15
日　

中
垣
光
市「
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
テ
ィ
ク
の
現
代（
い
ま
）～
P
P
K

●❺ ●



背
骨
健
康
法
～
」

7�
月
20
日　

出
口
恒
「
誰
も
知
ら
な
か

っ
た
日
本
史（
切
紙
神
示
）」

9�

月
21
日　

加
藤
純
一
「
実
体
験
か
ら

み
た
U
F
O
現
象（
仮
題
）」

※
以
降
検
討
中

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会

　
　
　
　

会
長　

森
安 

政
仁

◎
平
成
30
年
度
事
業
報
告（
敬
称
略
）

平
成
30
年

10
月
21
日（
日
）講
師　

森
安�

政
仁

　

会
場　

森
安
商
店

11
月
18
日（
日
）講
師　

森
安�

政
仁

　

会
場　

森
安
商
店

平
成
31
年

1
月
27
日（
日
）新
年
会

　

会
場　

大
判

◎
令
和
元
年
度
事
業
計
画（
敬
称
略
）

令
和
元
年

5�

月
19
日
（
日
）
会
場　

オ
リ
エ
ン
タ

ル
ホ
テ
ル
福
岡

小�

林�

信
正
「
天
運
に
導
か
れ
る
!
ひ

ら
め
き
を
受
け
る
に
は
」

寺�

山�

心
一
翁「
意
識
の
受
容
と
健
康
の

関
係
」

7
月
、
11
月
に
講
演
会
を
予
定
。

［
平
成
30
年
度
決
算
報
告
］

［
令
和
元
年
度
予
算
］

●�

令
和
元
年
度
日
本
サ
イ
科
学
会
役
員

構
成（
＊
印
は
新
任
ま
た
は
改
選
）

名
誉
会
員　

品
川�

次
郎

名
誉
会
長　

佐
々
木�

茂
美

会
長　
　
　

浪
平�

博
人

理
事
長　
　

久
保
田�

昌
治

副
理
事
長　

小
林�

信
正

顧
問　
　
　

品
川�

次
郎

地
方
会
長
兼
理
事

関
西
日
本
サ
イ
科
学
会
名
誉
会
長　
　

　

河
野�

明
夫

東
北
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
佐
木�

康
二

中
部
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

眞
野�

博
英

北
陸
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

佐
藤�

禎
花

関
西
サ
イ
科
学
会
会
長
、
副
理
事
長　

　

和
田�

高
幸

九
州
日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　
　
　
　

　

森
安�

政
仁

理
事（
常
任
理
事
を
含
む
）

　

阿
久
津�

淳
、
石
川�

允
朗
、

　

大
木�

高
伸
、
小
林�

泰
樹
＊
、

　

小
牧�

昭
一
郎
、
志
賀�

一
雅
＊
、

　

徳
永�

康
夫
＊
、
中
島�

敏
樹
＊
、

　

鯰
江�

勇
＊
、
橋
本�

和
哉
、

　

本
間�

修
二
、
前
田�

知
則
、

　

苗�

鉄
軍
＊
、
渡
辺�

宙
明
＊

幹
事��

小
澤�

佳
彦
、
小
久
保�

孝
行
＊

評
議
員

　

占
部�

浩
一
、
瓜
生�

昌
代
司
＊
、

　

鴨
川�

裕
司
＊
、
川
村�

隆
夫
＊
、

　

小
林�

隆
文
＊
、
佐
藤�

ひ
ろ
子
＊
、

　

谷
口�

五
月
＊
、
飛
田�

洋
子
、

　

三
浦�

良
江
＊
、

監
事　

和
田�

守
央
＊

● ❻●

項目 予算 項目 決算 項目 予算 決算 項目 金額 項目 金額
会費 1,700,000 会費（正） 1,284,000 ジャーナル発行 600,000 577,600 会費 1,700,000 ジャーナル発行 600,000
例会 300,000 会費（学生） 126,000 会誌発行 300,000 325,000 例会 400,000 会誌発行 300,000
寄付 300,000 会費（準） 237,500 人件費 880,000 905,000 寄付 400,000 人件費 920,000
本・他 100,000 会費（維持） 60,000 例会会場費 150,000 158,445 本・他 100,000 例会会場費 150,000
繰越金 834,044 会費（賛助） 0 講師謝礼 150,000 128,000 繰越金 1,044,287 講師謝礼 120,000
合計 3,234,044 入会費 40,000 事務用品 120,000 111,633 合計 3,644,287 事務用品 120,000

例会収入 480,000 郵送・配送料 50,000 47,722 郵送・配送料 50,000
本会寄付 732,000 通信費 40,000 42,077 通信費 40,000
本・他 137,190 会議・打合せ 60,000 66,460 会議・打合せ 60,000
広告料 0 交通費 10,000 30,000 交通費 10,000
借り入れ返納 -250,000 事務所維持費 140,000 155,590 事務所維持費 150,000
前年度繰越金 834,044 郵便・銀行振込料 1,000 2,160 郵便・銀行振込料 2,000
合計 3,680,734 予備（予稿集印刷代） 100,000 86,760 予備 100,000

来期繰越金 633,044 1,044,287 来期繰越金 1,022,287
合計 3,234,044 3,680,734 合計 3,644,287

６頁　上段右側 ６頁　上段左側 ６頁　下段

収入 支出 収入 支出



◎
基
幹
研
究
賞
表
彰

基
幹
研
究
賞

　
　
　

大
阪
府　

橋
本 

和
哉 

殿

本
会
は
定
款
細
則
第
十
八
条
に
よ
り
総

会
の
議
を
経
て　

貴
下
の
研
究
活
動
に

対
し
基
幹
研
究
賞
を
贈
り　

感
謝
の
意

を
表
し
ま
す

令
和
元
年
6
月
9
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平�

博
人

題
目
「
心
霊
・
現
代
医
学
、
統
合
手
法

の
サ
イ
科
学
へ
の
導
入
」

医
学
に
サ
イ
（
心
霊
）
科
学
の
手
法
を

導
入
し
て
新
治
療
法
を
開
拓
し
た

◎
功
労
賞
表
彰

功
労
賞

　
　
　
　

小
久
保 

孝
行 

殿

あ
な
た
は
日
本
サ
イ
科
学
会
会
員
（
日

本
サ
イ
科
学
会
幹
事
）と
し
て　

永
年
に

わ
た
り　

研
究
と
啓
蒙
活
動
に
ご
尽
力

さ
れ
ま
し
た�　

本
学
会
の
輝
か
し
い
発

展
は
あ
な
た
の
ご
努
力
に
お
う
所
が
大

で
あ
り
ま
す　

よ
っ
て
日
本
サ
イ
科
学

会
功
労
賞
を
贈
り
表
彰
し
感
謝
致
し
ま

す令
和
元
年
6
月
9
日

日
本
サ
イ
科
学
会
会
長　

浪
平�

博
人

平
成
30
年
7
月
本
部
例
会
報
告
Ⅰ

天
界
に
帰
還
し
た
中
村
天
風
先
生

が
今
の
日
本
人
に
伝
え
た
い
こ
と

　
　
　
　

講
師　

清
水　

浦
安 

氏

　
　
　
　
　
　
　

愛
宕　

な
み 

氏

○
愛
宕
な
み
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Good�M
atch�Relationship�by�N

am
i�

A
tago�A

gent

代
表
。N

PO

法
人
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
理
事
、

『O
ne�D

rop�M
agazine

』編
集
長
。
清

水
浦
安
氏
の
セ
ミ
ナ
ー
、
著
作
な
ど
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
他
、
良
縁
塾
を
通

し
、
人
の
意
識
の
向
上
に
取
り
組
み
、

神
性
復
古
運
動
を
軸
に
活
動
中
。
自
身

の
経
験
を
活
か
し
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

も
行
っ
て
い
る
。ま
た
N
P
O
法
人
ワ
ン

ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
、
月
刊
誌『O

ne�D
rop�M

agazine

』

の
発
行
、
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
聖
歌
隊
や
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
な
ど
、
多
く
の
人
の
覚

醒
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
繰
り

広
げ
て
い
る
。

◎
愛
宕
な
み
氏 

御
講
演
内
容

　
※
前
半
で
清
水
浦
安
氏
の
こ
れ
ま
で
の

経
歴
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。清

水
浦
安
氏
は
、
ほ
っ
か
ほ
っ
か
弁

当
を
始
め
と
し
て
種
々
の
食
品
の
フ
ラ

ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
を
経
営
し
て
い

た
経
営
者
の
時
代
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
苦

し
い
時
期
に
中
村
天
風
先
生
を
中
心
に

種
々
の
霊
的
な
指
導
を
受
け
て
、
平
成

15
年
全
て
の
事
業
を
清
算
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
活
動
に
至
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
と

経
緯
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

清
水
さ
ん
は
中
村
天
風
先
生
か
ら
こ

れ
か
ら
は
「
正
し
い
霊
育
」
の
塾
を
始

め
る
よ
う
に
指
導
を
受
け
ま
す
。
そ
の

頃
私
は
、
編
集
の
仕
事
や
営
業
・
販
売

の
仕
事
を
し
て
お
り
、
ま
た
九
星
気
学

や
算
命
学
を
学
ん
で
お
り
ま
し
た
。
そ

の
と
き
の
算
命
学
の
師
匠
が
清
水
さ
ん

と
知
り
合
い
に
な
り
、
私
に
紹
介
い
た

だ
い
た
の
が
運
の
尽
き
で
し
た（
笑
）。

そ
こ
か
ら
清
水
さ
ん
の
お
手
伝
い
を

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
京
駅
近

く
の
一
等
地
に
事
務
所
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
平
成
20
年
3
月
か
ら

清
水
さ
ん
と
2
人
で「Good�M

atch�
Relationship�by�Nam

i�A
tago�A

gent

」

と
し
て
、
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
ど
こ
に
も
出
て
は
い

●❼ ●



け
ま
せ
ん
、
と
い
う
こ
と
で
事
務
所
の

中
で
、
ご
縁
の
あ
っ
た
方
の
霊
的
な
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
や
、
霊
育
塾
を
2
人
で
や
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、
経
済
的
に
は
苦
し

い
時
期
が
続
き
、「
今
月
辞
め
よ
う
、
今

月
辞
め
よ
う
」
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
奇
跡
的
に
救
わ
れ
る
事
態

が
何
回
も
起
こ
り
、
私
も
霊
的
な
声
が

聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
こ
こ
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
初
に
2
人
で
本
を
出
版
し
た
と
き

に「
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

と
い
う
名
前
が
生
ま
れ
、
2
0
1
3
年

か
ら
活
動
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、

中
村
天
風
先
生
か
ら
霊
的
指
導
が
替
わ

る
旨
、
ご
連
絡
が
あ
り
、
倭
姫
命（
や

ま
と
ひ
め
の
み
こ
と
：
伊
勢
神
宮
を
創

建
）
か
ら
ご
指
導
を
受
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
指
導
の
最
初
に「I�am

�

私
と
は

何
を
指
す
の
で
し
ょ
う
か
？
」
を
問
わ

れ
ま
す
。
世
の
中
の
多
く
の
人
々
は
、

心（M
ind

）
―
肉
体（Physical�body

）

の
心
が「
私
」
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
亡
く
な
る
と
霊
に
な
る
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

し
か
し
、
中
村
天
風
先
生
や
倭
姫
命

様
は
、「
そ
う
じ
ゃ
な
い
ん
だ
、
も
と
も

と
霊
魂（
た
ま
し
い
）が
本
当
の
自
分
で

あ
っ
て
、
こ
の
霊
魂
か
ら
来
る
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
受
け
皿
が

心
な
ん
だ
。
心
は
そ
れ
を
肉
体
に
伝
達

し
て
い
く
」と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

中
村
天
風
先
生
は
生
前
、「
心
と
肉

体
は
霊
魂
の
要
具
な
ん
だ
」と
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
ま
す
。
倭
姫
命
様
は「
神
社
の

社
は
人
間
の
構
造
を
模
し
て
創
っ
て
い

る
ん
だ
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。

一
番
下
の
肉
体
が
、
拝
殿
：
神
社
の

お
賽
銭
を
あ
げ
る
場
所
に
あ
た
り
、
真

ん
中
の
心
は
、
神
社
の
正
式
な
参
拝
を

す
る
中
殿
に
あ
た
り
、
一
番
上
の
霊
魂

は
神
社
の
奥
殿
に
あ
た
り
ま
す
。

毎
日
毎
日
、
神
主
さ
ん
は
中
殿
で
奥

か
ら
神
様
を
神
籬
（
ひ
も
ろ
ぎ
）
に
か

か
っ
て
も
ら
っ
て
、
御
神
事
を
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
本

来
は
、
霊
魂
と
心
が
本
当
は
一
体
と
な

っ
て
生
き
る
、
そ
れ
が
人
間
の
本
来
の

在
り
方
な
ん
だ
、
と
い
う
こ
と
を
天
風

先
生
も
倭
姫
命
様
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

ま
す
。

神
道
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
神
な
が
ら

（
か
ん
な
が
ら
）」
と
い
う
の
は
、「
霊

魂
と
心
が
一
体
と
な
っ
て
生
き
る
」
こ

と
を
い
い
ま
す
。「
本
来
、
霊
魂
と
心

が
一
体
と
な
っ
て
肉
体
を
使
っ
て
、
こ

の
地
上
世
界
を
私
達
は
創
っ
て
い
く
、

そ
の
た
め
に
私
達
は
地
上
に
下
り
て
き

た
の
だ
、
そ
れ
を
今
思
い
出
す
時
代
に

来
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
こ
と
を
天
風

先
生
も
倭
姫
命
様
も
す
ご
く
篤
く
伝
え

て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
私
達
は
今
、「
ワ

ン
ド
ロ
ッ
プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し

て
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
か
と
申

し
ま
す
と
、
神
道
で
は「
一
霊
四
魂
」
と

い
う
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
こ
の
3
つ
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る

と
い
う
ふ
う
に
お
伝
え
す
る
よ
う
に
言

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

コ
ン（
魂
）
と
ミ
タ
マ（
固
有
の
霊
）

と
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ（
宇
宙
霊
の
分
け
御

霊
：
わ
け
み
た
ま
）
で
す
。
コ
ン（
魂
）

と
い
う
の
は
、
霊
魂（
た
ま
し
い
）の
台

座
と
か
保
護
膜
に
な
る
も
の
で
す
。
ミ

タ
マ（
固
有
の
霊
）
は
私
達
の
個
性
に

な
る
も
の
で
す
。
ミ
タ
マ
は
何
度
も
何

度
も
地
上
に
下
り
て
き
て
、
こ
の
肉
体

と
い
う
着
ぐ
る
み
の
中
に
入
っ
て
、
い

ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
ま
す
。
こ
の
肉
体

● ❽●



は
耐
用
年
数
が
決
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

5
年
の
人
も
い
れ
ば
20
年
の
人
も
い
る
、

80
年
の
人
も
い
れ
ば
1
2
0
年
の
人
も

い
ま
す
。
肉
体
は
終
わ
り
が
あ
り
ま
す

が
、
ミ
タ
マ
は
ず
っ
と
旅
を
続
け
て
い

ま
す
。
ミ
タ
マ
に
死
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
の
地
上
に
下
り
る
と
き
に
、

「
固
有
の
霊
の
計
画
書
」
と
い
う
の
を

私
達
は
も
っ
て
き
ま
す
。

今
回
こ
の
地
上
に
下
り
る
と
き
に
、

ど
ん
な
こ
と
を
経
験
し
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
い
う

ふ
う
に
成
長
し
よ
う
と
い
う
理
想
型
を

描
い
て
き
ま
す
。
地
上
に
下
り
て
き
た

と
き
に
出
来
た
こ
と
、
出
来
な
い
こ
と

が
あ
っ
て
も
肉
体
は
降
り
て
帰
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
、
そ
し
て
肉
体
を
降
り

て
帰
っ
て
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
が
あ
っ
て
、

ま
た
生
ま
れ
て
く
る
と
き
に
、
さ
あ
じ

ゃ
あ
前
回
に
出
来
た
こ
と
、
出
来
な
か

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
新
し
い
計
画

書
を
書
い
て
下
り
て
く
る
。
そ
う
や
っ

て
私
達
は
下
り
て
き
て
、
今
回
こ
こ
に

今
日
こ
の
瞬
間
を
同
席
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
皆
様
方
も
私
達
も
全
員
、
今
ま

で
の
集
大
成
と
し
て
、
じ
ゃ
あ
こ
の
時

期
に
何
を
な
し
て
帰
る
か
、
ど
の
よ
う

な
成
長
を
遂
げ
て
帰
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
誓
っ
て
下
り
て
き
た
仲
間
で
す
。

私
達
は
今
こ
の
エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ

な
時
代
に
、
そ
し
て
も
う
、
こ
の
時
代

を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
私
達
は
何
を
な
さ

ん
が
為
に
下
り
て
き
た
の
か
、
そ
れ
を

思
い
出
す
時
代
が
来
て
お
り
ま
す
。

　

私
達
が
こ
の
地
上
に
何
度
も
何
度
も

下
り
て
き
て
い
る
間
に
、
備
わ
る
も
の

が
あ
る
と
中
村
天
風
先
生
も
倭
姫
命
様

も
言
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
霊
格
、
霊
質
、
霊
能
で
す
。

ま
ず
霊
格
と
い
う
の
は
悟
性
と
言
わ

れ
る
も
の
で
す
。
こ
の
悟
性
と
言
わ
れ

る
も
の
は
、
よ
く
お
釈
迦
様
は
大
悟
し

た
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大

悟
し
た
お
釈
迦
様
も
お
り
ま
す
が
、
私

達
は
小
さ
な
気
づ
き
と
い
う
悟
り
を
、

毎
日
毎
日
毎
日
本
当
に
薄
い
紙
を
重
ね

る
よ
う
に
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。
こ
の

悟
性
は
一
日
で
出
来
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
何
度
も
何
度
も
地
上
に
下
り

て
き
て
い
る
間
に
、「
そ
う
か
!
そ
う

か
!
そ
う
か
!
」
と
言
っ
て
、
積
み
重

ね
て
き
た
も
の
で
す
。

次
に
霊
質
は
性
質
の
こ
と
で
す
。
そ

し
て
霊
能
と
い
う
の
は
、
教
え
て
な
い

け
れ
ど
何
故
か
こ
の
こ
と
は
分
か
っ
て

し
ま
う
、
出
来
て
し
ま
う
、
こ
れ
が
霊

能
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
何
度
も

地
上
に
下
り
て
き
て
い
る
間
に
備
わ
っ

た
。
そ
し
て
私
達
の
個
性
と
今
回
も
っ

て
き
た
「
固
有
の
霊
の
計
画
書
」、
こ
の

2
つ
を
携
え
て
、
私
達
は
ど
こ
に
生
ま

れ
た
ら
一
番
花
開
く
の
か
?�

輝
か
す

こ
と
が
出
来
る
の
か
?

ま
ず
家
系
を
選
ん
で
生
ま
れ
る
と
い

い
ま
す
。
そ
し
て
、
両
親
、
兄
弟
を
選

ん
で
生
ま
れ
て
く
る
。
よ
く
私
達
は「
産

ん
で
く
れ
な
ん
て
頼
ん
だ
覚
え
は
な
い
」

と
い
う
よ
う
な
声
を
聞
き
ま
す
が
、
そ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
達
は
そ
の
家

系
を
望
ん
で
生
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
戦
国
時
代
に
沢
山
人
を
殺
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
家
系
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
多
く
の
人
に
恨
ま
れ
た
、
そ
ん

な
家
系
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で

す
け
れ
ど
も
そ
ん
な
家
系
を
敢
え
て
選

ん
で
く
る
ミ
タ
マ
（
固
有
の
霊
）
も
あ

る
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
そ
れ
は
何

故
か
と
い
う
と
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
に

生
ま
れ
た
方
が
、
自
分
の
霊
魂
の
成
長

が
目
覚
ま
し
く
で
き
る
か
ら
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
に
敢
え
て
生
ま
れ
た
い
。
皆

私
達
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
た
め
に
、
そ
の

家
系
を
選
ん
で
生
ま
れ
て
く
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

「
固
有
の
霊
の
計
画
書
」
は
私
だ
け

の
問
題
で
は
な
く
、
父
や
母
も
「
固
有

の
霊
の
計
画
書
」
を
も
っ
て
い
ま
す
。

家
族
と
い
う
の
が
、
社
会
の
一
番
最
初

の
単
位
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

家
族
と
い
う
中
に
も
そ
の
計
画
書
は
絡

み
合
っ
て
お
り
ま
す
。
例
え
ば
私
が
五

歳
で
亡
く
な
る
子
供
だ
っ
た
と
す
る
、

お
父
さ
ん
は
五
歳
で
亡
く
す
子
供
を
も

つ
と
い
う
計
画
書
を
も
っ
て
く
る
、
お

母
さ
ん
も
五
歳
と
い
う
可
愛
い
盛
り
に

自
分
の
お
腹
を
痛
め
て
産
ん
だ
本
当
に

分
身
の
よ
う
な
子
供
を
亡
く
す
、
そ
う

い
っ
た
計
画
書
を
持
ち
合
わ
せ
て
、
そ

れ
を
経
験
す
る
、
そ
の
よ
う
な
私
達
は

●❾ ●
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成
り
立
ち
と
し
て
こ
こ
に
生
ま
れ
て
き

て
い
る
ん
だ
と
い
う
ふ
う
に
言
っ
て
き

て
い
ま
す
。

そ
し
て
私
達
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
名

前
に
な
っ
て
い
ま
す
、
ワ
ン
ド
ロ
ッ
プ

（
宇
宙
霊
の
分
け
御
霊
）は
中
村
天
風
先

生
も
生
前
ず
っ
と
言
っ
て
こ
ら
れ
て
い

る
こ
と
な
の
で
、
も
う
分
か
っ
て
い
る

よ
、
と
言
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

敢
え
て
こ
こ
で
説
明
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。（
続
く
）

　
　
　
　

◆　
　
　
　
　

◆

第
四
三
六
回
関
西
日
本
サ
イ

科
学
会
研
究
集
会
報
告

量
子
世
界
の
も
っ
と
奥【
内
な
る

根
源
】へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

古
代
の
叡
智
「
カ
タ
カ
ム
ナ
」
と

縄
文
遺
物
が
示
す「
創
造
の
根
本

原
理
」と
そ
の
活
用
法

　
　

講
師　

呉
清
恵（
ア
マ
ナ
）氏

と
き
：
平
成
31
年
3
月
16
日

と
こ
ろ
：
阿
倍
野
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

日
本
で
は
、「
三
人
寄
れ
ば
文
殊
の

知
恵
」「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
」「
三
度

目
の
正
直
」
な
ど
と
い
う
諺
が
あ
る
よ

う
に
、「
三
」
と
い
う
数
字
が
使
わ
れ

る
場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
何

ら
深
い
意
味
が
あ
る
と
も
思
わ
ず
、
当

た
り
前
に
使
っ
て
い
る
言
葉
で
す
が
、

縄
文
時
代
、
特
に
縄
文
中
期
の
中
部

高
原
で
開
花
し
た
勝
坂
文
化
（
紀
元
前

3
3
0
0

－

2
8
0
0
年
頃
）
で
は
、

「
三
」
を
聖
数
と
し
て
扱
い
、
そ
こ
に

特
別
な
世
界
観
を
込
め
て
い
た
こ
と
が

様
々
な
事
例
か
ら
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

更
に
、
日
本
神
話
の
基
礎
構
造
は
、

三
神
が
一
組
を
な
し
、
そ
の
内
真
ん
中

の
神
は
何
も
神
話
的
活
動
を
し
な
い

「
無
為
の
中
心
」で
あ
る
と
指
摘
す
る
議

論
も
存
在
し
ま
す
（
河
合
隼
雄
、
大
林

太
良
）。

ま
た
、「
三
」の
意
味
に
関
し
て
、
老

子
道
徳
教
、
第
42
章
の
冒
頭
に
、「
道
が

一
を
生
み
出
し
、
一
が
二
を
生
み
出
し
、

二
が
三
を
生
み
出
し
、
三
が
万
物
を
生

み
出
す
･
･
･
」
と
い
う
一
節
に
あ
る
よ

う
に
、
古
代
の
老
子
思
想
に
は
、「
三
が

万
物
の
創
造
に
関
わ
る
」
と
い
う
考
え

が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
本
講
演
は
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
」

と
い
う
も
の
の
理
解
を
応
用
し
た
内
容

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
、
簡
単

に
言
葉
の
説
明
を
行
っ
て
お
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
」
と
は
、
一
万
二
千
年

以
上
前
に
、
ア
ジ
ア
の
地
で
非
常
に
高

度
な
直
観
文
明
を
築
い
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
人
々
が
、
現
象
の
背
後
に
は
必

ず
、
不
可
視
の
潜
象
の
チ
カ
ラ
が
内
在

し
、
万
物
万
象
は
潜
象
の
チ
カ
ラ（
カ

ム
）
か
ら
発
生
す
る
こ
と
を
直
観
し
、

そ
の
サ
ト
リ
を
一
言
で
表
現
し
た
言
葉

で
す
。

「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
と
は
、
非
常

に
高
度
な
抽
象
文
字
か
ら
作
ら
れ
た
80

個
の
渦
巻
き
図
象
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
1
9
4
9
年
に
、
楢
崎
皐
月

（
な
ら
ざ
き　

こ
う
げ
つ
）
と
い
う
電

気
物
理
学
者
が
、
平
十
字
（
ひ
ら　

と

う
じ
）
と
名
乗
る
人
と
出
会
い
、
平
氏

に
よ
っ
て
見
せ
ら
れ
た
巻
物
、
祖
先
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
御
神
体
で
あ
る

と
言
わ
れ
て
い
た
巻
物
に
描
か
れ
て
い

た
も
の
を
、
楢
崎
氏
が
書
き
写
し
た
も

の
を
指
し
ま
す
。

楢
崎
氏
は
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
文
献
」
と

の
出
会
い
の
後
、
長
年
の
研
究
の
末
、

48
の
音
声
符
と
図
象
符
の
解
読
に
成
功

し
、
そ
の
研
究
は
後
継
者
に
引
き
継
が

れ
て
、
80
個
の
渦
巻
き
の
理
解
に
成
功

し
ま
し
た
。
80
個
の
渦
巻
は
、
あ
ら
ゆ

る
イ
ノ
チ
や
モ
ノ
が
、
不
可
視
の
潜
象

レ
ベ
ル
か
ら
如
何
に
現
象
化
す
る
の
か

と
い
う
、
イ
ノ
チ
の
法
則
、
つ
ま
り
、

「
生
命
と
宇
宙
の
物
理
」
に
つ
い
て
の
カ

タ
カ
ム
ナ
の
人
達
の
サ
ト
リ
を
表
し
た

も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。「
カ
タ

カ
ム
ナ
文
献
」
が
80
首
の
ウ
タ
を
通
し

て
伝
え
て
い
る
生
命
と
宇
宙
の
物
理
に

つ
い
て
の
サ
ト
リ
を
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
潜

象
物
理
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

本
講
演
で
は
、
例
え
ば
、
な
ぜ
老
子
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が「
対
極
が
万
物
を
生
み
出
す
」と
言
わ

ず
、「
三
が
万
物
を
生
み
出
す
」
と
言
っ

た
の
か
、「
文
殊
の
知
恵
が
湧
き
出
る
の

は
、
な
ぜ
、
4
人
で
も
5
人
で
も
な
く
、

3
人
集
ま
っ
た
時
な
の
か
」
と
い
う
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
し
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、「
万
物
の
創
造
に
お
け
る『
三
』

の
意
味
は
何
な
の
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。そ

の
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
、
ま

ず
、
縄
文
時
代
の
出
産
土
器
と
呼
ば
れ

る
縄
文
土
器
の
文
様
の
構
造
の
意
味
に

つ
い
て
、
歴
史
的
比
較
構
造
学
と
い
う

独
自
の
方
法
に
基
づ
い
た
分
析
に
よ
っ

て
解
釈
し
、
仮
説
と
し
て
提
示
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
仮
説
と
、「
カ
タ

カ
ム
ナ
文
献
」
と
呼
ば
れ
る
抽
象
文
字

か
ら
作
ら
れ
た
80
個
の
渦
巻
き
の
解
読

を
基
に
し
た「
ミ
ソ
デ
ホ
ト
」の
サ
ト
リ

が
示
す
構
造
を
比
較
し
、「
三
の
構
造
」

が
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
、

お
話
し
し
ま
し
た
。

そ
の
要
点
は
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
な

内
容
で
す
。

1�

．
万
物
の
生
成
の
最
小
単
位
は
、
正

四
面
体
で
表
さ
れ
る「
三
の
構
造
」で
、

そ
の
サ
イ
ズ
は
、
10
の
マ
イ
ナ
ス
33

乗
以
下
の
レ
ベ
ル
で
あ
る
こ
と
。

2�

．
潜
象
世
界
か
ら
現
象
世
界
に
粒
子

が
発
生
す
る
際
の
そ
の
構
造
、
つ
ま

り
、「
無
か
ら
有
が
生
ま
れ
る
構
造
」

は
、
非
常
な
ミ
ク
ロ
の
レ
ベ
ル
か
ら

人
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
場
、
そ
の
他
の

も
の
に
至
る
ま
で
、
相
似
す
る
。

3�

．
三
単
位
が
ま
と
ま
る
際
に
は
、
必

ず
、
背
後
に
、
宇
宙
根
源
の
カ
ム
の

チ
カ
ラ
が
寄
り
添
っ
て
い
る
こ
と
。

と
こ
ろ
で
、
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理

で
は
、
宇
宙
根
源
の
カ
ム
の
チ
カ
ラ
の

凝
集
を「
ア
マ
ナ
」
と
呼
び
ま
す
。「
ア

マ
ナ
」
は
、
宇
宙
根
源
の
神
の「
外
神
」

と
の
対
比
で
い
う
と
、「
内
神
」
と
し
て

捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。「
ア
マ
ナ
」
は
原

子
核
で
あ
り
、
人
の
神
我
で
あ
り
、
ど

ん
な
人
に
も
、
ど
ん
な
も
の
に
も
、
カ

ム
の
凝
集
で
あ
る
不
可
視
の
神
が
存
在

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の「
ア
マ
ナ
」の
波
動
は
、

「
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
場
」で
あ
り
、「
空
」
と

言
わ
れ
る
意
識
波
動
そ
の
も
の
な
の
で

す
。講

演
で
は
、「
三
の
構
造
」
を
応
用
と

し
て
、
こ
の「
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
場
」の
波

動
と
つ
な
が
る
方
法
を
お
伝
え
し
、
誘

導
し
ま
し
た
。

本
講
演
は
、
要
す
る
に
、
創
造
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
理
解
と
、「
内
な
る
根
源

（
ア
マ
ナ
）」の
存
在
の
役
割
に
つ
い
て
の

理
解
を
元
に
し
た
世
界
観
が
、
日
本
や

ア
ジ
ア
古
層
に
流
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
、
そ
し
て
、
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム（
構
造
）

の
内
容
と
共
に
、
そ
の
応
用
と
し
て
、

「
内
な
る
根
源（
ア
マ
ナ
）」
と
つ
な
が
る

方
法
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
し
た
。

「
内
な
る
根
源
（
ア
マ
ナ
）」
の
ス
ペ

ー
ス
は
、
意
識
に
よ
る
癒
し
や
夢
実
現

を
可
能
に
す
る
ス
ペ
ー
ス
、
言
い
換
え

れ
ば
、【
無
か
ら
有
を
生
み
出
す
】意
識

波
動
の
領
域
で
す
。

地
球
規
模
で
大
き
な
変
化
の
時
期
に

あ
る
現
代
、
私
た
ち
一
人
一
人
の
内
に

は
、
こ
の
チ
カ
ラ
の
根
源
が
存
在
す
る

こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
の
原
理
を
活
用
し
て
い
く
こ
と
は
、

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。

歴
史
的
に
組
織
宗
教
で
は
、
チ
カ
ラ

の
源
は
外
な
る
神
に
の
み
あ
る
と
教
え

て
き
て
、
個
々
人
の
チ
カ
ラ
の
根
源
の

存
在
や
、
そ
れ
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
方
法

は
、
語
ら
れ
る
こ
と
な
く
来
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
語
ら
れ
て
も
、
一
部
の

神
秘
家
や
聖
人
、
或
い
は
、
俗
世
界
と

隔
絶
し
た
長
年
の
修
行
に
よ
っ
て
の
み

初
め
て
到
達
で
き
る
秘
儀
的
な
も
の
と

し
て
扱
わ
れ
、
私
た
ち「
普
通
の
生
活

人
」が
到
達
で
き
る
も
の
で
は
な
い
か
の

よ
う
に
扱
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

「
カ
タ
カ
ム
ナ
」の
潜
象
物
理
の
理
解
に

基
づ
く
と
、
そ
れ
は
、
思
う
ほ
ど
難
し

い
も
の
で
は
な
く
、
原
理
さ
え
理
解
し

て
、
簡
単
な
実
践
を
重
ね
れ
ば
、
人
間

で
あ
れ
ば
誰
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
な
も

の
だ
と
分
か
る
の
で
す
。

カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
が
解
く
「
ミ

ソ
デ
ホ
ト
」
の
原
理
は
、
本
当
の
自
分

軸
か
ら
生
き
る
こ
と
、【
内
な
る
根
源
】

と
の
つ
な
が
り
を
回
復
す
る
と
い
う
こ

と
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
の
世
界
を

創
造
す
る
た
め
の
基
礎
を
構
築
す
る
上

で
、
様
々
な
形
で
応
用
可
能
な
原
理
を

提
示
し
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
講
演
で
提
供
し
た
さ
さ
や
か
な

知
識
が
、
よ
り
良
い
世
界
を
創
造
す
る

為
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す
。



講
演
の
内
容
は
お
よ
そ
以
下
の
よ
う

な
も
の
で
す
。

1�

．
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
日
本
の
文
化

の
基
底
に
存
在
し
続
け
る
「
三
の
構

造
」
の
叡
智
：
縄
文
文
化
に
み
ら
れ

る「
三
の
構
造
」と
そ
の
意
味

2�

．
カ
タ
カ
ム
ナ
潜
象
物
理
に
お
け
る

「
創
造
の
根
本
原
理
」：「
三
の
構
造
」

と
い
う「
抽
象
的
な
構
造
」の
意
味

3�

．【
内
な
る
根
源（
ア
マ
ナ
）】と【
三
】

が
意
味
す
る
こ
と

4�

．【
内
な
る
根
源（
ア
マ
ナ
）】と
つ
な

が
る
方
法
と
そ
の
活
用
法

5
．
実
践
的
誘
導

◎
呉
清
恵（
ア
マ
ナ
）氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー

　

ル大
阪
市
立
大
学
経
済
学
研
究
科
修
士
、

同
大
学
院
博
士
課
程
満
期
修
了
、�

統
合

学
博
士（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
統
合
学
研
究

所
）。
現
在
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア

研
究
所
客
員
研
究
員
。

チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
で
衝
撃

を
受
け
、
3
～
4
世
代
先
の
子
供
達
に

遺
せ
る
も
の
を
求
め
る
中
で
、「
カ
タ
カ

ム
ナ
文
献
」
に
出
合
う
。
そ
の
後
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
に
家
族
と
移
り
住
み
、
ネ

イ
テ
ィ
ブ
ア
メ
リ
カ
ン
の
精
神
性
と
シ

ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
学
び
、
瞑
想
や
多
次

元
エ
ナ
ジ
ー
ワ
ー
ク
を
実
践
し
つ
つ
、

1
9
9
4
年
よ
り
、「
カ
タ
カ
ム
ナ
カ
ミ
」

と
の
約
束
を
守
る
た
め
に�

博
士
課
程
に

在
籍
し
て
研
究
を
行
う
一
方
、�

1

�
9
�9�

7
年
以
降
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
に
セ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
う
。

現
在
、
日
本
に
活
動
拠
点
を
置
き
つ

つ
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
も
ク
ラ
ス
を

定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
。
個
々
人
が

自
分
の｢

内
な
る
根
源｣

に
繋
が
っ
て

深
い
レ
ベ
ル
の
ト
ラ
ウ
マ
を
解
放
し
て

真
に
自
由
に
な
り
、
多
様
な
個
人
が
互

い
を
認
め
合
い
、
活
か
し
合
え
る
社
会

を
求
め
て
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
や
ク
ラ
ス
を

提
供
し
て
い
る
。

H
P

：http://lum
ina-creation.com

主
著
：
“Cosm

ogonical�W
orldview

�
of�Jom

on�Pottery:�Com
parative�

Structural�and�H
istorical�Study�

of�Pottery�D
ecorations�from

�the�
K
atsusaka�Culture�in�the�Chubu�

Highlands,�Japan�（CA
.�3,300

－�2,900�
BCE

）”�Sankeisha,�2011.�（『
縄
文
土
器

の
生
命
創
造
の
世
界
観
：
中
部
高
原
勝

坂
文
化（CA

.�3,300

－2,900

）の
土
器

文
様
の
歴
史
的
比
較
構
造
分
析
研
究
』）

近
著
：『
潜
象
の
サ
イ
エ
ン
ス
で
解
く

縄
文
･
カ
タ
カ
ム
ナ
･
レ
イ
キ
』
ヒ
カ

ル
ラ
ン
ド
、
2
0
1
8
年
。
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いまは、心が科学的に不明なので、ESPや
PKを科学的に説明する事は出来ません。また、
人工知能（AI）に「精神」等の人の心（意識など）
を加える為には、サイ（気）科学の研究が必要
であると思います。　

2）オーブ（たまゆら）は心の鏡
オーブに意識要素（PSI-spin対）が混入され

たものを「たまゆら」と呼ぶことにします。変性
意識状体（ASC）付近で行う意念（念の集中）と、
体外にあるオーブ（たまゆら）とが同調（共振、
共鳴）して、「たまゆら」の円内模様（表情）が決
まる事になると考えております。非対称の干渉
縞模様やマンダラ状模様などで、オーブ（たま
ゆら）のユラギであり、解析すると、カオス・ア
トラクターであることが判ります。

体外の空間にあるオーブ（たまゆら）は、大気
イオン（H+、OH−）、大気プラズマ（+、−）陰陽
のPSI-spin対等（それぞれは独立した発光体）

からなる光子群の集合体等であり、近赤外線領
域に潜在しているので、肉眼では見えません。
しかし廉価なCCDカメラでフラッシュ撮影する
と、円形物質として写されてきます。

心は、素粒子類似であり、とらえどころが無
いので、心の自由度を制限して、脳波（脳）を、
物に近づける事が要求されます。つまり、撮影
者は、脳波を7～8Hz付近にまで下げる。そして、
写れ―と意念（念の集中）いたします。

その時、撮影者から放射されるPSI-spin対
と体外に有るオーブ（たまゆら）のPSI-spin対
が同調（共振、共鳴）して､ 両者がつながり（同
一の円内模様が形成され）写真として写されて
くるものと考えます、と言う理由で、オーブ（た
まゆら）の円内模様（表情）は、撮影者の心の状
態を表示している、と判断する事が出来ます。
つまり、オーブ（たまゆら）は「鏡」であり、撮影
者のその時の、心を表示していると判断してお
ります。　
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木 茂美

1）心の科学研究の必要性　　　　　　　　　
人工知能（AI）が造る「心」の研究をさらに進

めるためには、人の心（意識）の科学的な研究
が必要であると思います。コンピューターが造
るAIの心は「物」ですが、人の心には「精神や
魂」と言われる性質があり、「質」が異なります。
つまり、物には再現性や因果律などの法則があ

りますが、心にはそれらが無く、不確実であり、
量子力学の素粒子と類似した性質をもっており
ます。つまり、形而上学と形而下学と言われる
様に、両者は別であります。しかし、異質な心
と物の両者の性質を兼ね備えるものにサイ科学
としてのESP（超感覚）やPK（念力）があります。
これは、誠に不思議な事です。

主に活動していますが、瞑想のときの脳は自
発的な意志行動が減退し、無意識的状態では、
後頭葉の視覚野にイメージとして現われるの
です。

＊資料：ＮＨＫ特集「ひらめき」より

「間脳」は「視床」と「視床下部」の働きに関係
し、何も考えない「ボーっと」した時、特にひら
めきを受けるといわれています。

しかし常識にとらわれた頑な性格の人は心に
ブロックが強く働き、感受性が鈍化する傾向が
みられます。
　
〇おわりに

昔から動物や鳥類、魚類などは本能的に予知
能力を持っていて、地震や津波などを事前に起

きる兆候を察知することができると言われてい
ます。犬は臭覚が人間の百万倍以上の能力があ
り入国の際に麻薬の察知に使用していますが、
イギリスでは癲癇の発作を事前に察知する犬の
訓練をしています。イルカは自閉症の児童を察
知して戯れるとか、いわばESP能力は鳥獣魚類
でも生得的に備わっていると思われます。

一流の経営者は時代を先取りする先見の明
が優れ、天才的芸術家や科学者たちも独創的

「ひらめき」を受けて、世の中に偉大な貢献をし
ています。

しかし、ひらめきは天才たちの特権のみなら
ず、人は誰でも分相応のひらめきを受けること
があります。例えば、先祖霊などのいわゆる個
人の守護霊からのアドバイスが発信され、ひら
めきとして感受され、運命を好転できたという
実話も多く聞かれます。

先行き不透明な現代、人間の知能に代わる
AI（人工知能）による新興技術革新が話題に
なっていますが、AIが進化したとしても、天啓
から発する「ひらめき」を捉えることは困難なこ
とと思われます。

むしろ私たちが今求められているのは、人間
の感性「ひらめきの力」なのではないのでしょ
うか。　

「オーブ（たまゆら）」研究の意味合い「オーブ（たまゆら）」研究の意味合い



⑧夢見のとき
夢見からめざめるとき、優れた創造性のヒン

トが得られたという話は多々あります。めざめ
のボンヤリとした状態こそ、インスピレーショ
ンの感受性が高まります。

⑨信念のとき
「直観を信じる」には、不純な損得勘定を持

たず、常に純粋で人類のために役立つ博愛精
神を持っていることが望まれます。

⑩祈りのとき
自己本位の祈りでなく、世のため人のために

平安を祈るような次元の高い祈りは、天界に通
じます。

〇インスピレーションの源泉は?
宇宙創造主とは人智を超えた畏敬な存在を

指し「サムシング・グレート」とか「偉大な何も
の」とか呼んでいるのは目に見えない大きな存
在で、天啓、神や仏、祖霊、背後霊などと同様
な言い方で呼ばれています。

これらのインスピレーションの源泉は、ひら
めきを受け取る側の人の心境とか、能力のレベ
ルの高低によって発信源と同調され違いができ
るものと考えます。

インスピレーションが発せられるエネルギー
は波動となり、あたかもテレビのチャンネルの
ように受信側がその波動と同調するとき、ひら
めきを受けるのです。

発信源の高低のレベルというのは、天界の高
次元から幽界の低次元まで様々あり、その受信
側の人の能力と心境のレベルにおいて同調した
とき、各々のひらめきを感受するものと考えて
います。

目標の達成に向かって努力集中している際
に、天啓からのひらめきを受け、創造、発見、
発明などのヒントが感受するものです。　

天界には宇宙意識ともいうべき叡智の宝庫
があるとされ、この源から発信されるインスピ
レーションがひらめくことが可能ならば、先見

の明のみならず、物事の本質を見通す予知能力
や創造力が発揮されることでしょう。ただ受手
側の感性のレベルが低い場合には、高次元の波
動が発信されても、受けることも理解すること
もできません。

〇脳とひらめきの関係は?
脳には「脳幹」（間脳～中脳～橋～延髄）とい

う「生命」を維持するための重要なところがあり
ます。ここは直観のひらめきの脳とも言われて
いるところです。

脳の頭蓋の外から近赤外線を照射し神経細
胞が集中している大脳皮質内の活動状態を測
定できる機器「光トポグラフィ」を駆使し、顕在
意識から変性意識状態に移行する大脳内の血
流を観測しました。

実験での被験者は主に瞑想者、特異能力者
（霊能力者、透視者、霊媒）等です。

催眠誘導により脳内活動を測定し、前頭前野
の意識状態と後頭葉の視覚野におけるイメージ
との関連性を比較計測しました。

　計測結果、（上図）ひらめきの際の血流変化
は、顕在意識から変性意識状態に至ると、視覚
野にイメージの活性化が顕著に表れ感受性の高
まりが測定できました。
　ひらめきを受ける時は、いわば通常の意識

（顕在意識）より変性意識状態（トランス状態）
に反応します。覚醒している時の脳の活動は、
意思や論理的判断をする領域である前頭葉が

● �●



救われた実話も多々あります。

〇インスピレーションの感受性は?
変性意識状態とは、「通常の、日常意識以外

のさまざまな意識状態を指した総称」と定義さ
れていますが、人の意識が変性意識状態（トラ
ンス）になるとき、被暗示性が高まり常識という
意識の壁から開放され、意識の拡大により異次
元からのインスピレーションが心の防御なしに
ひらめきとして素直に感受されます。

いわゆる意識が内外から勘や直感、直観、イ
ンスピレーション、霊感、啓示、悟りなど、ひ
らめきとして感受性が高まる状態になるとされ
ています。

夢見のとき、白昼夢、催眠状態、瞑想、精神
統一、座禅、読経、荒行、ヨーガとか、幻覚剤
などによる意識状態のとき、脳にひらめきが起
きます。

また心に響く音楽、絵画、彫刻などや映画、
舞台鑑賞での歓喜に満ちた体験、フィードバッ
ク等によって引き起こされる意識状態のとき、
また飲酒の酩酊状態、スポーツ競技中、ラン
ナーズハイ、試験に合格して有頂天のとき、カ
ラオケで夢中になっているときなどでも変性意
識状態になります。シャーマンにおけるトラン
ス状態でも神秘体験やサイケデリックスに誘発
されて霊的イメージが湧くようになります。

〇ひらめきを感じるには?
①自然とのふれあい

大自然の息吹や心地よい自然の揺らぎ、梢
のざわめき、川のせせらぎ、鳥や虫の声、花々
の香りやそよ吹く風などは「1/fゆらぎ」といい、
脳波をアルファへと誘い、人々の心身をリラッ
クスさせる効果があります。自然には音や香り
や安らぎのリズムが満ちて人々の心を和ませ、
癒しへと誘います。

②聖なる地
　人間は聖なる地に佇んでいると、心身が清め
られます。古代から人々は自然の、山、海、森

林、巨石、岩石や太陽、月、星、雨、風、雷な
ど自然現象に神格化した神が宿っていると感じ
られて、自然を崇拝してきました。

これが「アニミズム」と呼ばれた原初的な自然
崇拝を対象とした所以です。

③瞑想のとき
瞑想により思考や感情など心の既成概念のブ

ロックが外れ、内的に意識を向けると心が鎮ま
り、雑念が消え、脳が安らぎの状態となりイン
スピレーションを受けやすくなります。

古くから修行として座禅、瞑想、精神統一が
行われ神人合一の訳が頷けます。

④入浴のとき
湯に浸かると末梢血管が拡張し血液循環が

良くなります。特に温泉浴は心身の代謝を促し、
副交感神経が優位となり、神経を鎮静化させる
効果があります。あたかも白昼夢のような無我
ともなり感受性が高まってきます。

⑤散歩のとき
散歩は全身の血液の循環を促し、脳をリラッ

クスさせる効果があります。天才たちの多く
は、散歩を好んでいました。散歩はインスピ
レーションの感受性を磨くものとも考えられて
います。

⑥「イヤシロチ」
大地の電流状態を研究した楢崎博士は、人

体や植物の生育に良い土地を「イヤシロチ」、逆
に悪い土地を「ケガレチ」と呼び、生命力を活
性化させる地と生気を吸い取る地があることを
解明しました。「イヤシロチ」に住むと感性が豊
かになるとも言われています。

⑦無我夢中のとき
何事においても真剣に集中して無我夢中に

なっているときには時間的観念が無くなり意識
が無の状態となり、その刹那「ひらめき」を感じ
ることが多いと考えます。

●� ●



はじめに
超感覚的知覚（Extrasensory�perception）ESP、

という超能力の一種に“第六感”というものがあ
ります。いわゆる五感を超えた勘、直感、直観、
インスピレーション、霊感、虫の知らせ、また
宗教上の悟り、以心伝心、啓示などの精神感応、
つまり物事の本質を掴む心の働きのことを指し
ています。

第六感の感受性は文明社会に生きる私たち
より、むしろ古代人の方が過酷な自然の脅威や
猛獣からの生命の危機に対峙して生き抜くため
に、本能的に感覚の鋭敏性が備わったのではな
いかと推察されます。

今日私たちは論理的判断や推論などの思考
が重視され、ESP能力などは退化しているよう
に思われます。

人工知能（AI）時代と叫ばれている昨今、む
しろ私たちはAIの特性にはない“ひらめき”の
感受性を日々の生活に活かし、先見の明や創造
性に磨きをかけることが望まれます。

偉大な足跡を残した芸術家たちの創造力や
天才といわれる科学者たちの発見や発明の多く
は、“ひらめき”によるものだと言っても過言で
はありません。そのひらめきの発生源はどこか
ら来るのか、ひらめきの感受性を高めるにはど
うしたらよいか、その受信機能である脳の働き
についても考察してみたいと思います。

〇第六感について?
・勘とは?：長年の経験から潜在意識に蓄積さ
れた心の働き。
・直感とは?：論理的思考によらず、感覚的に
モノの真相を感じとる働き。
・直観とは?：経験、知識などの推論や考察に
よらず、意識しなくとも感覚によって瞬時に全
体の本質をとらえ、正しいと認識するもので、
天啓・神仏・祖霊など、啓示、霊示によるひら
めき。
・インスピレーションとは?：一瞬のひらめきに
よって、発明、発見及び創作活動につながるヒ
ントが外界から導き出される独創的なもので直
観と同意義。
・霊感とは?：霊界からの霊妙な心の働き。ま
た神や仏が乗り移ったようになる人間の超自然
的な感覚。直観やインスピレーションと同意義
ですが、やや信仰心的な意味合いがある。
・虫の知らせとは?：体内に棲む虫が不吉な予
知、予感を感じさせるとの故事。

〇インスピレーションのひらめきとは?
詩人、作家、画家、音楽家などの芸術的創

造性のみならず、物理、化学など科学的発見
や発明した天才といわれる人たちの業績をみる
と、多くはインスピレーションによるひらめきを
受けて達成されています。

一般人でも日常生活においても、一瞬のひら
めきによって、運命をも左右する霊妙な予感で
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